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the VerticalShaft Winder
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Abstraet

Recentlyelectricverticalshaftwinderhascometohavealargecapacityandreq-

uire anacc11rateprOgramCOntrOlinordertoraisethee侃ciencyoftransportation･

The use of H.T.D.(HitachiTuning Dynamo ortherotating ampl泊er),Current

limitingdeviceusingmagneticamplifier･autOmaticpowerfactorcontrollingd己Vice,

andspecialantihuntingdevicehasprovedtobe
an emcient means to satisfy the

above requirementinthe recent practicalservice･

H.T.D.hasseveralfieldcoils s11Ch as controland some feed bac七 重eld coils,

providing verylargeampli毘cationconstant･Using thisdevice veryquickresponse

in controlling canbe obtained.

rnH.T.D.ampereturnoffeedbackfieldfedfrom thevoltageofpilotgenerator

iscomparedwithampereturnofcontrolfieldproportionaltopredeterminedprogram

speed,Thedifference between above two ampere turns produces e･m･f･Which

reduces the deviation from the program speed.

Thetestofthissystemhasyieldedaveryinterestingresultthatnearlyzerospeed

regulationandconstantpowerfactorinspiteoflargefluctuationinload and quick

responseincontrollingandconstantc11rrentlimittinginspite of ro11ghhandling of

controller,and stable operationwithout hunting are obtainable■

[Ⅰ]緒 盲

鉱山､炭礎削こ於ける運搬設備の中でも､巻上磯は其の

詭横も大きく叉使椙も苛酷であって実に運搬系統中最も

竃要な地位を占めるものであるが､近時炭層が深部に及

ぶに従って巻上機容量も大となり､且能率的な逼転をす

るため所定の速度-一一時間曲線に基いて正確にプログラム

転する事が要求されて

かゝる要求iこ対しては

釆二｡

導電動機によるものは制御器

具､運転電力量の点に於て難色があるので､速度制御が

広範囲に亘って円滑に出来て取扱容易にして信頼性のあ

* **

日立製作所日立工場

るワードレオナード制御方式を採用し､回転増幅機を利

附して正確なプログラム運転を実施せんとする傾向にあ

る｡

今股､回転増賂機H･T･D･(HitachiTuningDynamo)

を使用して､

増幅器による

自動力率

問した

たので､

円滑なプログラム制御を

流制限

整装置､乱

施し､なお磁気

置､磁束変化を利鞘せる特殊な

上磯を製作し､

置等斬新な制御方式を利

工場試験を終了し好成績を納め

これを機会に最近に於ける竪坑巻上磯田電気設

備につきその概要を紹介し関係方面への参考の資に供す

る次第である｡.
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｢丑]巻上機設備計画の概要

製作した竪坑巻上機の概要i･ま】下記の如くであるっ

(1)巻上機概略仕様(第l表)

(2)電気設備概略仕様(第2表)

[Ⅲ]電素設備の特長

第l図ほ乏等電気設備の主回路結線図のr一例を示す｢

即ち巻上 動機用として専用の

備え､H.T.D.によって界磁

発

流 を制御L

機の発生電圧の大さ及び方向を加滅して

速度制御を円滑貝_つ微細に行う様になってい

る)巻上電動機にはパイロット発 磯を連結

し､電源電圧､周波数の変動､負荷の変動等

の諸原因ほ絵べてこのパイロット発

庄の変化とLて現わL H･T-D.により完全

に補償し極めて正確な7uログラム運転をする

ことが出来る二

(1)巻上用直流電動機

巻上用 動機は朔繁なる運転操作並びに広範

囲に亘る速度制御をせねばならぬので､常哨

最大回転力が大なる他､特に び機械

的衝撃に耐える桜各部の構造は頑丈に作ら

れ､一一方加速減速時の所要回転力に及ばす影

響と制御遅かを少くする為可及的にGD2が

小なる如く考慮を払ってある｡叉加速減速時

にほ定格 流の17C-180%程度の実感電流

が流れ､文使相仁和こ発電機となることもある

ので一般直流輝こ比し特く･こ整流には注意を粛

磯子七作朴こ対しては術極北び補償

第1表

Tablel.

入

巻 上 横 型

巻 胴 寸

最 大不 平 衡 重

巻 上 距

巻 上 速

発

途

式

法

.1し

二印′.

離

圧

1回の巻上に要する時間

第34巻 第6号

線を設けて完全に打消し､整流子は特に工作枯らしを入

念に行ってある⊂ 叉停止時の界磁 転時より小さ

くして界磁の温度上昇を小さくするものにあっては界磁

回路の特定数を出来る吏小さくする様に努め一一一般直流樺

の1.ノ2以~Iごにしてある二

なお､ 動機軸端に歯車装置を介してパイロット発電

機､速度計開発 襟､遠心力開閉器を附属せしめてあるっ

第2囲ほ.三井鉱山田川辟業所むこ納入し七720kW巻上

協～

第1図

Fig,1.

ワードレオナード巻上機主凹路薪線図の一例

Schematic Connection Diagram of Ward-

Leonard System forWinder

巻 上 梗 概 略 仕 様

Outline Speciacation of Winders

三井鉱山田川碗 所坑外設置炭草及び人員巻上用

SD-NPAP(単胴複巻任気制動型}

5′000D〉く1,9JOWx5,200F

9.644kR

349 m

最大 8叫SeC

72.78 EeC

13 ぎeC

31.78 EeC

8 sec

20 EeC

用炭葦800施/日､人員2,200名/口

日本炭硫遠賀醍 所

坑外設置人員巻上用

同 左(1段減速〕

3.500Dx2,100Wx3,9COF

5,300kg

360 m

最大 5.5m杏ec

125.2 sec

26.6 sec

38.6 sec

20 sec

40 sec

定員 42名
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第2表 電 気 設 備 の 概 要

Table2.Outline Speci丘cation of ElectricalEquipments

巻上周電動機
720kW ±500V O±30.6r.p.Ⅲ.

他動磁､補極､補償巻線付､連続定格

最大常用回転力 200%

最大非常回転力 250%

25CkW ±600V ±400r.p.m.

他励磁､補極､補償巻線付､連続定格

最大常用回転力 220%

最大非常回転力 250%

主直流発電機
850kW ±500V 750900r.p,m.

他励磁､補極､補償巻線付､連続定格

最大常用電流 200%

最大非常電流 250%

250kⅥr ±600V 750′900r.p.m.

他励磁､補榛､補償巻線付､連続定格

最大常用電流 240%

最大非常電流 270%

同上周駆動機
800kW同期電動機 3,000J/3,300V 50./6C`㌔

定常脱出回転力 270%

過渡脱出回転力 227%

リアクター起動式､カ率進み80%

250kⅥ｢三相誘導電動機3,000ノ3,30050ノ･′6Cqブ

最大回転力175%

励 磁 用

電動発J謡機

同期電動機用励磁横

20kW llOV 750･900r.p.m

電動機用励磁機

35kW llOV 750ノ900r.p.m.

離動機は前記同期電動横

発電機用勒磁磯

5kW llOV l,5〇0ノ1,800r.p.m.

電動機用励磁機

10kⅥ7110V l,5〇0/L800r.p.m.

三相誘導電動機

20kW200./220V50/6C㌔1,500/1,800r.p∴汀L

制御器関係晶

一電動機を示す.二

(2)電動

同期電動機自動起動盤

起動リアクター

気中遮断器腰

制御盤､励磁機盤､補助電動機蓋

電流制限装置

自動力率調整

運転

保 安

号

∴ワを機動

乾する為の専屑の電動発

器..ム､

仁一

具

装 置

置

ドレオナード制御方式により

｡駆動用としてほ
大容量のものは同期電動機､比較的容量の小さいものほ

取扱いの呑易な誘導電動機を使用している｡発電機ほ開

成型､他励磁式で補極､補隈巻線を有し､低

1式

1式

1式

1式

1式

1式

1式

1式

1式

受電用キユーピクル 1式

液体起動器 1式

制御盤､勃磁横盤､補助電動機嬰1式

電流制限装置

違転

保 安 器

Jへ

[コ

具

号操作台

信 号 装 置

1式

1式

1式

1式

1式

の場合にも良好な整流状態を保つ駁留意の上設計製作し

240-250%という最大負荷に耐え得るものであるし.その

界磁は他軌磁とし H.T･D.より励磁磯を介して励磁さ

れH.T.D.の微小な界敵電流を制御することによりそ

の発生 圧を正負自由に変化し巻上局電動機の速度を正

の全速より負の全通迄円滑に制御することが出来る｡こ

の 庄調整こ£後述する如く深度 に連動するカムにより



772 昭和27年6 月 日 立 論 第34巻 第6号

第2 図

Fig.2.

720kW

720kW

巻上用電動機

Winding Motor

第3 図

Fig.3.

850kW

850kW

電 動 発`電 機

Motor Generator Set

第4図 励 磁 横 用 電

Fig,4.Motor Generator Set

勃 発 電 機

for Exciters

レオナード制御器を操作し且T･D.を介して発電機の

界磁電流をプログラム電圧に応じて変化するものであ

る｡一方電動発電機は常時運転しているので躁音を少く

する様屍革の設計に就ても特別の考慮を払い､叉無励磁

時の残留電圧ほ唱殊構 をとって低くしてある｡第3国

38

i･こ三井鉱山田川鐸業所納850kW電動発

機を示す｡

(3)励磁機用電動発電機

何れもブラケット塾で電動機界磁励磁

屠発 機ほ複巻式自助とし､定格電圧を

保持する様に設計されており､発電機周

励磁機は他励磁式で H･T･D.により励

磁される｡第4図に日本炭踪遠賀産業所

納の励磁機局電動発電機を示す｡田川鉱

業所納のものは電動機瑠励磁艶は主発電

機に直結され､発 機の励磁はH.T･D･

によって直接行われる｡

(4)E.T.D.

速度制御用 H･T･D･は直接或は間接

に主発電機の励磁 流を変化させて巻上

用電動機をプログラム制御するもので､

磁気回路は極めて低飽和に設計され､特

に制御上の精度を上げる為特殊な磁極構

造とされ､残留磁気を少くし､適応性を

高め､渦流による磁束の遅れを防ぐ為､

継鉄､主極､補極共荏素銅板を窒素焼鈍

したものが俵田されている｡主磁極匿は

分巻界磁巻線SF,制御界磁巻線CF,パ

イロット発 機を介して巻上吊電動秩の

速度に比例した 圧を再生する再生界磁

巻線BFl電流制限閂の再生界磁巻線

BIr2,BF3,乱調防止用の再生界磁巻線

BF4 が具えられている｡使用電圧で

H.T.D.の飽和曲線と自励界磁巻線回路

の抵抗線ほ略々一致しており､特に温直

によって抵抗値が変化することを防ぐ為

SF 巻線ほ抵抗温度係数の極めて小さい

特殊線を使用している｡叉周汲数の変動

に対しては､些少の変動に対しては些か

も機能を害さぬ様に調整され､特に大な

る周次数変動に対しては周政教目盛を施

した界磁調整器により SF,CF,BFlに

よる起磁力を同時に 整して常に最大

箆を保つ様に調整可能にしてある｡又

H.T.D.の制御界磁､パイロット発

機の界磁は同一電源により励磁し､間汲

数の変動等により H･T.D.のCF l る場

含も同時に BFlの電流値を変化せしめて設定値が変化

しない様考慮を払ってある｡第5囲に三井鉱山田川腐業

所に納入したH.T.D.用電動発電機を示す｡

(5)パイロット発電機

ヽ
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第5 図

Fig.5.

71/2kW H･T･D.

71/2kⅥ7H･T･D･

0.3kW直流発電機で巻上用 動機より歯車を介して

運転される｡定格電圧で極めて不飽和に設計され､同一

回転数でほ端子電圧は励磁電流に比例する｡従って周波

数変動等をこより励磁流が変化すれ£端子電圧はそれに

比例して変動し､H･T･D･の制御界磁 流値の変化と

共に綜合精度に変化を生ぜしめぬ様になる｡

[Ⅳ]プログラム制御の原理

第6図に示す如く H･T･D･は自助分巻界磁回路の抵

抗線をその飽和曲線の直線部と路々一致させた速応変並

びに増幅度の大きな回転増幅機で被制御量(此の場合は

巻上機の速度従って巻上電動機の回転数に比例したパイ

ロット発 機の電圧)による再生界磁BFlの起磁力と

制御界磁CFの起磁力とが打消し合う点で安定に動作

するものである｡若し両者の間に差があれば僅かの差も

急速に増幅し補償作君を行う｡従って巻上機の深度計に

連動して回転するカムによりレオナード制御器を操作し

て H.T.D.の制御界磁電流をプログラム曲線に従って

分巻界放題抗線描唯

第6図 H.T.D.動 作 説 明 図

Fig.6.Explanatory Diagram of H.T.D･

Operation

変化させれば巻上機の速度ほ電源電圧､電源周波数､負

荷の変動､温度の変化等に無 係に予め定められたプロ

グラム曲線通りになる｡従来の方式では負荷の変動によ

り主回路 化した時この電流要素により複巻作用

を行わせて速度補償を行う丈で其の他の原因iこよるもの

は殆ど補償されなかったが､木方式でほ諸因子ほ凡て巻

上用電動機に結合されたパイロット発 監の変化

として現れ､H･T･D▲ により完全に補償されるので巻

上機は極めて正確にプログラム運転をすることが出来

るし.

一方且T.D,ほその増幅率が極めて大きく､H･T･

D.被制御機械の各回路の時窯数を小さく設計すること

と柑携って大なる速応性を持っているが反面所謂乱調の

問題を当然考慮すべきで､このた捌こ系全体より決る固

有振動数に.応じて適当な乱調防止装置を挿入しH･T･D･

再生界磁

る｡

泉B王｢4に鏡還して系の安定性を確保してい

[Ⅴ]巻上機運転操作概略説明

巻上機制御 置は頻繁な操作を現送されるものである

から操作容易で故障の絶無を期するため出来る丈簡単確

実なものが選ばれると共に､諸種の保護装置及び互鍵装

置､信号装置を設けて運転の誤りなき様に万全の注意が

払われている.‥〕次に制御装置の概略致びその運転操作の

大略を ベよう｡

(1)巻上機運転≦聾備

空気圧隋機､油圧ポンプ､

補横並びに励磁用

主回路

電気扇その他運転上必要な

限抵抗器短絡用気

備完~rとなる｡

主 動発電機を起動し､

を閉路すれば運

(2)巻上電動機制御

運転席では運転把手と制動把手とを一本とし､油圧機

構を介してレオナ←ド制御器及び常用制動機を操作する

様になっている｡把手を制動弛め方向に倒しながら運転

側に操作すれば常用制動機は次第に弛められると共にレ

オナード制御器も同時に動かされて､界磁切換開閉器

(回転方向により第l図9R,9Lの何れかが)閉路し､

全抵抗がH･T･D.の制御界磁回路に挿入され発

は低い電圧が発生して巻上

機に

動機は低速にて回転を始

め､その後は深匿計に連動されたカムとこれに乗るロ←

ラーとによってレオナード制御器は自動的に駆動され予

定された速度一時間曲線笹則って加速減速を行う｡停止

近くの低速匿こなったとき把手を制動方向に戻せばレオ

ナード制御器によりH･T･D･の制御界磁回路は閉路さ

れ主 動機ほ常用制動機により停止されると共に残留磁

気打消用接線器が閉じてH･T･D･ほ主発 の残留磁
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気を完全に抑肖す｡なお､運転中は負荷の変動に無関係

に予定速度を保持すると共に､如何なる場合にも電動機

電流が安土限度内にあるように磁気増幅器を利用した静

止器塑無接点連続自動制御方式の電流制限装置(日立

論34巻第3号｢磁気増幅器による 電流制限装置｣参

照)を設置してある｡叉カムの形は加速の終りでほ形状

をパラボラにして尖頭負荷を小にし

る様考慮してあるし.

レオナード制御器は､発′

動機負荷を小にす

機電圧を-･本把手の位置に

応じて変化させ､加速減速の過程に放てカムの形状に従

って円滑な加速減速を行い得るためノッチ数を多く選定

された｡

(3)保 護 装 置

次の場合には非常制動用 磁石が消磁され､切換弁が

動作して非常制動がかかる〔-‥

(A)非常制動把手を操作した場合

(B)非常制動用足踏開閉器を操作した場合

(C)真申遮断 動作した場合

(D〕庄気装置用空気圧力が規定値より低~Fして空気

圧力開閉器が動作した場合

(E〕巻上電動機通達して遠心力開閉器が動作した場

~
･
-

こJ

減速時予定位置に於て予定速度以上の場合

運転中 動機界磁 豆流流が予定値より低下した場

∠_､

過巻の場合

授度計カップリングが外れた場合

(J)制動時制動ロッドストローク不足の場合(但し､

この場合は重錘による超非常制動をかける)｡

非常制動電磁弁用重錘が落下すればレオナード制御器

の抵抗に直列に入っていて常時はフックで保持されてい

る非常界磁調整器のフックが外れてその中に設置された

重錘によって回転され界磁調整器抵抗ほ徐々に挿入され

る｡ こ の非常界磁調整器の剛 度ほ界磁電流により励

磁される電磁石とその間を回転する円盤とによって渦流

制動が加えられ略々定速度に保たれる様になっているr′

第7図に非常界磁抵抗器を示す｡

綺､非常の場合にほ出来る丈速かに磯鞍を停止せしめ

ることが災害を僅少に留め得る点から云って最も緊要な

蕃であるが､一一方機器に対して余り急激な荷重の変化を

与えることi･まロープの寿命及び機械部分の衝撃等の点を

考えれほ避くべきは云う迄もない｡-･般に発電矧･ま高速

であるので塾ほ小型で界磁の時常数も小さく界磁 流は

速かに減衰するが電動隠よ発電機に比較すると形も大き

く回転部分の慣性も相当大きいので非常停止の場合に単

に発電軽罪磁を電源から切離す丈では大なる電気制動力

第7図 非常界破調整器

Fig.7.ErIlergenCy Field Rheos亡at

を発生し機械的制動力と重畳されて減速度が過大となり

機械に無理を与える結果となる｡従って発 機の界磁電

流を適当に制御して適度の減速度を以て速度を~~Fげねば

ならない｡本装置でほ上記の非常界磁調整器によって

H･T.D.の制御界磁の

発電機

…流を適当に波少することにより

圧を制御すると共に機械的制動力のかかり具合

と相倹って機械に無理のかからぬ範囲内に於て速かに速

度を減少せしめ､最後に非常界磁調整器によりH.T.D.

の制御界磁回路は閉路せられて停止するなお上述の非常

制動が行われた場合にほ操作台に信号灯を設置し何れの

原因によって非常制動が行われたかを元す様になってい

第8図 720kW巻上磯用制御及び励磁機整

Fig･8.Controlan(王ExciterI)anelfor720kW

Winder

ヽ
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第8図に三井鉱山納720kW巻上機の軋御盤､励磁

機盛補助電動機盤を嘉す｡

(4)自動力奉調整装置

電動発 機の駆動機として同期 動機を使用するもの

にあっては､従来より定力奉遷転を要求され､継電器に

よる不連続制御或は 子管を用いる方式もあるが､其

ほ接点の磨耗や制御の遅れが大である等の欠点を有して

いるのて､今回納入した三井鉱山田川礪業所納のものに

は力率要化を鉄心の磁束変化として検用する無接点制御

方式を採用し､好成績を得た｡即ち第9図に示す如く調

整せんとする回路の力率要素を取出すため､PT及び

･CTを設け夫々特殊三脚鉄心の電圧
∫.■

l を励磁し､

その二つの要素により生ずる磁束の和及び差を二つの放

出線輪により取囲しセレン整流器を通してH.T.D.の

二つの線輪に入れ､所定力率のときその起磁力が打消し

にしておく｡従って力率変化するときほ第10図

に示す如く上記二つの起磁力の差が現われるのでこの

H･T.D∴こより励磁機のノ 圧を増絨し日動的に力率を連

譲売制御することが出来る｡第†l図に上記納の自動カ

.調整装置用キユーピクルを示す｡

電同 乗直

箪9 図

Fig.9.

自動力率調整装置接続図

Connection Diagram of Automatic

Power Factor Control.De∇ice

(定力率の場合)

†包l=!蔚斤l

第10図 自 動力率調整原理図

Fig･10･ExplanatoryDiagramShowing

Principle of Automatic Power

Factor Control

第11図 自動力率調整用キューピクル

Fig.11.Cubicle for Automatic

Power Factor Controlling
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節12図 速変変動率の比較

Fig.12.Motor Speed Regulations,with

an(ミwithout Using H.T.D.Set

[Ⅵ]試 験 結 果

の如く本巻上磯設備ほH.T.D.をf 用した最新

式の制御方式の巻上機で極めて良好な試験l或賃を得られ

たが､巻上櫻全体としての綜合試験結果は稿を夏めて記

載することとし､今回は特に従来の方式と異っている電

気設備の試験成続を述べることとする｡

(1)負荷変動による 定変動について



776 昭和27年6月

別越境電圧

第13図 普通のレオナード制御方式に於ける剖

御遅れの例

Fig.13.Oscillogram of UsualLeonard

ControISystem

前述の如く H･T･D･を使用する時ほ負荷の変動に関

せず常に所定の速度を得られる｡250kW電動機の場合

で且T･D･を使用しない場合と使用した場合を比較し

てみると第一2図の如くなる｡

(2)速応性に就て

ワードレオナード制御の場合､励磁機発 機回路には

夫々インダクタンスがあり､又回転体のGD2もあるの

でレオナード制御器により励磁電流を変化させた場合､

その変化と最終の 動機速度とのl割こは相当の遅れを生

評 論 第34巻 第6号

ずるっ通常の例で此の関係を示すと第】3図の如くなる｡.

木方式の如くH･T･D･を使用する時はこの遮れを極め

て小にすることが出来る｡即ち指令せる速度と実際の値_

の間に差がある時ほH･T･D･の増幅作用により急速に

此の差を無くす様に動作し､従って制御遮れが極めて小

となる理である｡850kW電動機の試験結果のオソシロ

グラムを第I4図に表す｡

(3)安定性に裁て

前にも た如くH･T･D･ほ極めて増幅率が高いた

めかかる負債還制御方式に於てほ乱調防止回路を必要と

するが今回ほこれをダンピングトランスにより実施し

た｡第】5図は250kW発電機のダンピングトランスの.

ある場合とない場合のオッシログラムを示し､運転中軌

御界磁電流を急に切った場合のオソシログラムで靖動が

激しいがダンピングトランスニ次回路を閉じれば直に振

動が止まっている｡

第一5固よりダンピングトランスにより極めて安定な

運転が出 ることが分る｡

(4)電流制限作用について

本件については日立評論第34

巻第3号｢磁気増幅器による電流

制限装置｣についてを参照された

い｡

第14 図

Fig.14.

H･T･D･を使用せるプログラム制御のオツシログラム

Osci1logram of Program ControIUsing H,T.D.

第15図

Fig.】5.

ダンピングトランスの効果

E仔ect of Damping Trans

(5)自動力率調整作用について

前記三井鉱山納の

動用850kW同期

動発電機駆

動機に於ては

進み80%程度の定力

求され､前

運転を要

の如き鉄心塾力率検

出器と E.T.D.との組合せによ

り第16図に示す如き極めて良好

な試験結果を得た｡なお木装置試

験に於ては脱出トルク附近までの

試験は実ノ施不可能であったが､

1.5kVA の小容量同期 動機に

ついて行った結果では脱出トルク

も増大していることを附記してお

く｡

[Ⅶ]結 言

以上最近のレオナード制御竪坑_

巻上機の電気設備の概要才之びその

試験成績､掛こその特長たるH･

T.D.につきその概略を述べた｡

従来の負荷の変動によりレオナー

ド主回路電流が変化したときその

電流要素により複巻作用を行わせ

＼
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第16図

Fig.16.

自動力率調整試験

Test of Automatic Power

Factor Control

777

補償速度を行う方式では､其の他の原因によるものは

式方太がたつカなれさ償補ど殆 で は

用電動機笹連結されたパイロット発電機の

ほ経べて巻上

圧の変化と

して現われて来る｡従ってH･T･D･の制御界掛こ与え

るプログラム 圧とパイロット発 圧との聞に任か

でも差があれば､その差は増幅され急速に補償される

呆､巻上

能であり､

動機速度は極めて正確なプログラム

限装置乱調防止

可が転

置と相侠って満足寸■

ベき結果が得られた｡なお自動力率調整

於ける発

置は発

槻叉ほ進相磯或ほ大容量圧延設備の

機駆動閑同期 動機等の定力

が広いと確信する｡

終りに臨み太稿執筆に当り稜々

所に

動発電

転にもその止こ用の分野

l

を賜った三井鉱

山株式会社土井技師長､木村課長､其の他の請民放び日

本炭礪株式会社西河課長､中西課長の方々及び当社毛利

課長､泉課長､阿部課長､中野課長､平川､伊藤の諸氏

に 志を表すると共に､本設備設計製作試験に終始熱心

に従事された関係各位の労を多とするものである0
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碍 子 型

本葉別は消孤筒内部を上巾下三室に区切り､上宝にほ

圧力発生用 断部を､下妻には主

これを貯泊室とし､上宝

斬部を設け､中室は

断部は中間可動 極を介在し

これを絶縁押棒により開閉し､下室の主遮断部ほ直接可

動竃極新により開閉するようにし､ 前記押棒及び可動j

特許第19085流

この発明は炭素送話

炭 素 蓮

を構成すべき部品の数を極力少

なからしめると同時に､構成手段を簡易化し送話器の組

立を極めて簡単となしたものである｡即ち背気室を形成

･する裏蓋の外周縁をカバ←の周縁を延長し更にこれを内

方をこ属曲せしめて支持台に締着すると同時に､その内

周縁を以て炭素匡を形成する固定電極及び絶縁隔板を防

湿完全に日つ適当の強さにて締着したものである｡従つ

てその組立は極めて簡易で多量生産に好適であり､この

炭素

いる｡

話器は _.■
■

話機に使用されて

断 器

極粁ほこれを操作機構により上下方向に垂直直線運動す

るクロスヘッド上に並設してなるものである｡図は未発

明になる 断器の遮断中途状態を示すもので､両遮漸部

は同時lこ開離して直列 孤α1`Z2を引成し､電弧α1に

より発生したガス圧力により､消弧筒内部に矢印方向の

油流を生じ､貯油室内の清浄油は主 断郡の電孤α2に

吹きつけられ､電弧α2を包囲するガスを噴油孔より消

弧筒外に排出し､ 弧の消滅を促進する｡なお前記押棒

及び可動電極粁の頭部ほ遮断の終衝掛こ於て消弧筒の底

部より下方に脱出し､消弧筒下方の絶縁油層を通

停止することにより油中断路効果を持ち､

して

信頼

度を顕著iこ増大することができる｡本発明の特長の一ほ

圧力発生用遮断部が

されていることで､

斬部と同様に制孤室により包囲

の制弧室の存在ほ 弧α1に近く

油を保押しおき､この保抑油の分解によるガス圧力の発

生を著しく増強し得る点である｡特長のこは前記制弧室

内に油を補給する油流ピストン装置を制弧室の上部に設

けたことで､この渦流ピストン装置ほ充 流のような

断に際し､電孤α1の消弧こ役立ち従て

遮断性饉を

断器の

流の大小にかゝわらず均一とすること

ができる｡特長の三は消弧筒の巾宝に容量の大きい貯油

窒を有することで､従来の二点切り 断箸別こ於てほ､直列

孤α1,α2は例えば中間電梅を以て分害はれた電弧で

あり､従てα1 弧こより生ずる泡沫は多分のガスを含

む汚損油をα2電孤に吹きつけるに対し､未発明に於て

ほ多量の清浄油を中室に貯えおき､この清浄油をα1電

弧圧力によりαヱ電弓師こ吹付け得る点等である｡(滑川)

西 山 静 男
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